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「学生プロデュース科目」概要（シラバスより）

「教養先端科目」概要（シラバスより）

本科目の履修者は、こうした博士後期課程学生に必要な「教養」を身に付けるための
「教養先端科目」の内容を自ら設計していく。具体的には、博士後期課程学生が取り組む
「教養先端科目」の包括的なテーマを決定後、専門家に講演を依頼し、授業の運営法、発
表会の運営法や広報の方法について検討する。

本科目のねらいは、履修者が博士後期課程の教養科目を自律的に「設計」することを通
じて、先端的・学際的な研究動向に目を向けながら、博士後期課程全体の「知の交流」を
促進する場を創造するところにある。

博士教養科目の設計理念

東京工業大学大学院博士後期課程の学生が身につけるべき「教養」とは何か？ 世界
最高水準の理工系の研究を行うには、自らの専門分野に限定されない幅広い知識、他分
野の研究の意義を理解し吸収・活用する応用力や創造性、多様な人材と交流し「知」の
ネットワークを広げる柔軟性や学際性が必要である。

本科目の履修者は、こうした博士後期課程学生に必要な「教養」を身に付けるために、講
演会・少人数グループワーク・発表会を経験する。

本科目のねらいは、履修者が先端的・学際的な研究動向に目を向けながら、異分野の研
究者と協力して、博士後期課程全体の「知の交流」を促進する場を創造するところにある。



教養先端
科目１・４

教養先端
科目２・５

教養先端
科目３・６

博士教養科目（学生プロデュース科目と教養先端科目）の全体像

全学の博士後期課程学生の選択必修科目。下記の科目群から2単位以上を取得。
（学生プロデュース科目と教養先端科目は各1単位、PTは各2単位（履修条件あり））

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q4Q

学生
プロデュース
科目１・５

学生
プロデュース
科目３・７

学生
プロデュース
科目４・８

学術学会の「運営」を学ぶ

教養先端
科目PT1

教養先端
科目PT2

夏季・春季
集中講義
（予定）

その年度の
博士教養科
目の全体計
画（年間テー
マ、各Qの
テーマ、講演
候補者リスト、
など）を作成
する。

学生
プロデュース
科目２・６

各Qで、ポスター発表会・ミニシンポジウム開

催、講演依頼、広報、表彰、ジャーナル作成。
次のQに引継ぎ・準備（プレミアメンバー）。

各Qとも、グループによる共同研究の成果のポスターを
作成、ポスター発表会で発表、ミニシンポジウムに参加。

学術学会の「発表」を学ぶ



受講者数（最大）

教養先端科目１・４

280名
教養先端科目２・５

280名
教養先端科目３・６

280名

1Q 2Q 3Q 4Q

学生プロデュース
科目１・５

50名
学生プロデュース

科目３・７

50名
学生プロデュース

科目４・８

50名

教養先端科目PT1

20名
教養先端科目PT2

20名

学生プロデュース
科目２・６

50名

博士教養科目全体で、1年間1,000名超の受講を想定。

講義日程
社会人学生、学会参加等に配慮し、各Qとも、

概ね隔週の土曜日に1-4限（9:00-12:15）の授業を4回実施。
最終回にポスター発表会とミニシンポジウムを開催。



ポスター発表会・ミニシンポジウムの
開催実績（2016年度、3回）

第3回：2017年1月21日（土）

第1回：2016年7月30日（土）

第2回：2016年11月12日（土）



2016年度東工大リベラルアーツミニシンポジウム
「東京防災を超えて」年間開催報告

http://www.titech.ac.jp/news/2017/039016.html

（短縮 https://goo.gl/7uiNoq）

東工大ニュース



授業内・授業外の活動（1/5）
～ 「通常メンバー」（＝学生プロデュース科目の受講が1回目）の学生場合 ～

（「プレミアメンバー」（＝受講が2回目）の学生は別活動）

1日目：グループを作る。

1-2限
・ランダムに受講生同士で2人組を作る。
・2人組内で自己紹介をする。
・クラス全体にパートナーを紹介する。

3-4限
・2人組2つで4人グループを作る。
（講義）委員会（総務、企画、編集）の説明
・各グループの所属委員会を決定する。

課題：

自分が実際に所属している学会の基本
情報（設立目的、活動内容、運営組織）を
調べる。



授業内・授業外の活動（2/5）
2日目：学術学会を知る。

1-2限
（講義）組織という仕組みの必要性
・1日目の課題のグループによる報告
（講義）各委員会の活動の説明と1Qからの

引継ぎ、および、科目の目標の確認（統一
テーマを扱う学際的学術学会の創設と運
営）

3-4限
（講義）グループワーク技法（BS、KJ）
・各委員会の3日目の作業の検討
・各委員会の検討結果の文書化と報告

課題：

各グループのディスカッションの内容をまと
める。



授業内・授業外の活動（3/5）
3日目：ミニシンポジウムの準備計画

1-2限
（講義）テーマ決定の経緯
・次Qの講演候補者の選定、連絡担当者決定

3-4限
・ポスター発表会、ミニシンポジウムの具体的
内容の決定

 ポスターセッション開催準備（ポスターのノ
ミネーション、会場設営、パネル設置、小
物）

 シンポジウム開催準備（タイムテーブル、
司会進行、ゲスト講演、表彰）

 ゲスト講演者ケア
 懇親会
 撤収

課題：

各委員会の作業など具体的な事項を文書化
する。

プレミアメンバーへ



授業内・授業外の活動（4/5）
4日目：ミニシンポジウムの支援

1-2限
・受付設置
・ポスター発表会 会場設営
・ミニシンポジウム 会場設営
・ポスター発表会 実施運営
・表彰のための投票管理

3-4限
・ミニシンポジウム 実施運営
・表彰
・懇親会
・撤収

課題：
ミニシンポジウムの振り返り、次Qへの引継
ぎ事項の文書化。ジャーナルの作成。

プレミアメンバーへ



授業内・授業外の活動（5/5）
～ プレミアメンバーの場合 ～

「プレミアメンバー」（＝受講が2回目）の役割
• 各委員会について、QとQの間の継続性の

維持と引継ぎ管理
• 講演依頼担当者としてQが始まる前に連絡

を開始
• 各委員会、および、全体のリーダー
• グループワークのファシリテーター

博士後期課程全体の、さらには、本学全体の、
「知の交流」を促進する場の創造のリーダーへ。



本学全体の「知の交流」を促進する場の創造に
向けてご協力をお願いいたします。

2016年度東工大リベラルアーツミニシンポジウム
「東京防災を超えて」年間開催報告

http://www.titech.ac.jp/news/2017/039016.html

（短縮 https://goo.gl/7uiNoq）

東工大ニュース
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